
 

 

 

 

5月 5日は「こどもの日
ひ

」 
「こどもの日

ひ

」は子
こ

供
ども

を大
だい

事
じ

にし、子
こ

供
ども

の幸
しあわ

せを祈
いの

る大
たい

切
せつ

な一
いち

日
にち

です。 

もともと「端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

」として、ずっと昔
むかし

に中
ちゅう

国
ごく

ではじまり、日
に

本
ほん

では

平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

から今
いま

も受
う

け継
つ

がれています。 

「かしわもち」は、「こどもの日
ひ

」を祝
いわ

う代
だい

表
ひょう

的
てき

なお菓
か

子
し

です。 

おもちを巻
ま

く「柏
かしわ

の葉
は

」の木
き

は、昔
むかし

から神
しん

聖
せい

な木
き

として祭
まつ

られ

てきました。また、新
あたら

しい芽
め

が出
で

るまで古
ふる

い葉
は

が落
お

ちないことか

ら、縁
えん

起
ぎ

物
もの

として広
ひろ

まっていきました。 

かしわもち 学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

センター：５月 2日（金） 南
なん

部
ぶ

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

センター：5月 1日（木） 

 
 

山
さん

野
や

に生
は

えている植
しょく

物
ぶつ

の中
なか

で食
た

べられる植
しょく

物
ぶつ

のことです。 

 

 

 
 

この和
わ

歌
か

は万
まん

葉
よう

集
しゅう

（7世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

～８世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

）に 

収
おさ

められた光
こう

孝
こう

天
てん

皇
のう

の歌
うた

で、歌
か

中
ちゅう

の「若
わか

菜
な

」は七
なな

草
くさ

 

のことだろうといわれています。 

山
さん

野
や

草
そう

を食
た

べる習
しゅう

慣
かん

は、縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

から続
つづ

く日
に

本
ほん

の風
ふう

土
ど

が生
う

んだ文
ぶん

化
か

のひとつです。 

わらび 

春
はる

に出
で

る若
わか

芽
め

の部
ぶ

分
ぶん

を食
た

べ

ます。 

地
ち

下
か

茎
けい

から採
と

れる「でんぷん」は、

「わらび粉
こ

」として和
わ

菓
が

子
し

の材
ざい

料
りょう

になります。 

ふき 

数
かず

少
すく

ない日本
に ほ ん

原
げん

産
さん

の野
や

菜
さい

で、愛
あい

知
ち

県
けん

の伝
でん

統
とう

野
や

菜
さい

と

して古
ふる

くから親
した

しまれて

きました。 

愛
あい

知
ち

県
けん

は日
に

本
ほん

一
いち

のふきの

生
せい

産
さん

県
けん

です。 

春
はる

に芽
め

吹
ぶ

く「ふきのとう」は、「ふき」

の葉
は

が開
ひら

く前
まえ

に出
で

る花
はな

のつぼみです。 

みず 

山
さん

地
ち

の水
みず

のきれいな 

沢
さわ

沿
ぞ

いなどに生
は

えて 

います。 

正
せい

式
しき

名
めい

を「ウワバミソウ」と

いい、名
な

前
まえ

の由
ゆ

来
らい

は、「『ウワ

バミ』＝『大
だい

蛇
じゃ

』がいそうな

湿
しっ

地
ち

に生
は

えているから」と言
い

われています。 

 

山
さん

菜
さい

うどん 学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

センター：５月 20日（火） 南
なん

部
ぶ

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

センター：5月 27日（火） 

関
かん

連
れん

教
きょう

科
か

： 小
しょう

学
がく

２年
ねん

生
せい

活
かつ

「花
はな

ややさいの大
おお

きくなるひみつはっけん」・ 小
しょう

学
がく

４年
ねん

理
り

科
か

「季
き

節
せつ

と生
せい

物
ぶつ

 春
はる

」 

５月 給食だより 
豊川市教育委員会学校給食課 

2025年 

【山
さん

菜
さい

の栄
えい

養
よう

】 

食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

が多
おお

いのが特
と く

徴
ちょう

です。 

多
おお

くの種
し ゅ

類
るい

にカロテンやビタミン類
るい

、

ミネラルなどが含
ふ く

まれています。 

君
きみ

がため 春
はる

の野
の

にいで 若
わか

菜
な

摘
つ

む  

  わが衣
ころも

手
で

に ゆきはふりつつ 

柏
かしわ

の葉
は

 


